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〔目的〕 

妊娠中の喫煙により、胎児の肺はタバコの影響を受けやすく、胎児の受動喫煙曝露は出生か

ら成人に至るまで呼吸機能を低下させる可能性がある。システマティックレビューによる

と、出生前の母親の喫煙は、曝露していない子供と比較して、2 歳までの子供の喘鳴や喘息

の発症リスクを高めることが示されている。しかし、妊娠中の異なる時期における母親の能

動喫煙と受動喫煙が、子供の喘鳴、喘息発症に及ぼす影響に関するエビデンスは限られてい

る。 

そこで私は、日本の全国規模の出生コホート研究のデータを用いて、母親のタバコ煙への曝

露が、子供が 1 歳時の喘鳴、喘息発症に及ぼす影響について調査することを目的とした。 

〔方法並びに成績〕 

全国 15 の指定地域センターに居住する妊婦を対象とした。妊娠中の母親の喫煙や受動喫煙

の状況、出生後の児の受動喫煙の状況と児の喘鳴および喘息発症について、自己記入式質問

票で調査した。90210 人の単胎児を解析した。 

妊娠中の母親の喫煙は、母親の喫煙がない場合と比較して、児の喘鳴、喘息のリスクを増加

させた（喘鳴：1 日の喫煙本数 1-10 本：調整オッズ比 1.436、95％CI 1.270-1.624；1 日の

喫煙本数 11 本以上：調整オッズ比 1.669, 95％ CI 1.341-2.078; 喘息：1 日の喫煙本数 1-

10 本：調整オッズ比 1.389、95％CI 1.087～1.774、1 日の喫煙本数 11 本以上：調整オッズ

比 1.565、95％CI 1.045～2.344)。妊娠中に母親の受動喫煙曝露が毎日あると、曝露がない

場合と比較して、児の喘鳴、喘息のリスクも増加した（喘鳴：調整オッズ比 1.166、95％CI 

1.083-1.256；喘息：調整オッズ比 1.258、95％CI 1.075-1.473）。妊娠中の母親の喫煙と母

親のアレルギー歴の組み合わせは、児の喘鳴、喘息のリスクを増加させた（喘鳴：調整オッ

ズ比 2.007, 95% CI 1.739-2.317; 喘息：調整オッズ比 1.995, 95% CI 1.528-2.605）。 

〔総括〕 

妊娠中の母親の喫煙と母親の受動喫煙が、児の喘鳴、喘息のリスクを増加させることがわか

った。特に母親にアレルギー疾患がある場合は、児の喘鳴、喘息のリスクをより一層増加さ

せることがわかった。今回の研究結果は、妊娠中の母親だけでなく、産後の母子に関わるす

べての喫煙者の禁煙の重要性を支持する明確な根拠を示した。 
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